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倉敷中央高校

大熊 西﨑 高嶋 中磯 丸田

テーマ
Challenge・Connect・Chuo

3Cで地域の未来に貢献

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これから倉敷未来プロジェクト、
テーマ
☆Challenge・Connect・Chuoの３Cで地域の未来に貢献　

について発表します

私は倉敷中央高校２年の中磯綺乃です
同じく、倉敷中央高校2年の大熊千咲子です。
同じく、倉敷中央高校２年の守谷心那です。
同じく、倉敷中央高校2年の葛原沙知です。
同じく、倉敷中央高校2年の丸田紬月です。
よろしくお願いします！





本日の発表
1．地域を知る活動

水島訪問・水島インタビュー・SDGｓ総探

2.   地域の課題を考える活動

ティーチイン倉敷中央

3. 地域に貢献する活動

・水島臨海鉄道との連携

・聞き書き

・くらしき互近助パントリープロジェクト

・障がい者スポーツ教室
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
１つ目は、地域を知る活動
例えば、亀島山やＪＦＣで水島の歴史や今行われていることをもっと深く知りました。
２つ目は、地域の課題を考える活動
３つ目は、地域に貢献する活動

です。





地域を知る
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JFE 亀島山
水島港国際

物流センター

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
１つ目は、地域を知る活動
例えば、亀島山やＪＦＣで水島の歴史や今行われていることをもっと深く知りました。
２つ目は、地域の課題を考える活動
３つ目は、地域に貢献する活動

です。





SDGs探究

「職業とＳＤＧs」について
２年生が、SDGsの講演会（環太平洋大学副学長 阿部 宏史先生）を

聞いたのち、自分のなりたい職業とSDGs17について調べ、どのように
将来SDGs17の目標に取り組むかを発表しました。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
２年生が、SDGsの講演会（ＩＰＵ　副学長　阿部　宏史先生）を聞いたのち、自分のなりたい職業とSDGs17について調べ、どのように将来SDGs17の目標に取り組むかを発表しました。




地域の課題を考える活動

ティーチイン倉敷中央

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、１、２年次の活動を通して、
水島地域の課題を考える活動として、
ティーチイン倉敷中央という活動を行っています。



ティーチインの目的

地域に対する関心を高める
課題解決に向けて行動する

身近な社会の出来事や、
地域の課題について

意見を交換し考える場

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ティーチインとは、
身近な社会の出来事や、地域の問題について
中学生や高校生、大学生、市民などが集まり、
自由に話し合い、互いに意見を交換する場です。

ティーチインの目的は
参加者が、地域の課題について
考えることで地域に対しての関心を高めることです。





ティーチイン参加者数

・倉敷中央高校 ４４名

・岡山大学 学生 ７名

・岡山大学 留学生 ３名

・くらしき作陽大学 学生 ５名

・水島港祭り運営委員会 ２名

合計６１名

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このティーチインには

高校生４４名……　　　の計６１名が参加し、話し合いをしました。





話し合いの様子

高校1年生～大学院生まで
幅広い世代が参加し、
話し合いをしています。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これが話し合いの様子です。
様々な世代が混じって話し合いをしています。

困っている時、大学生や水島運営委員の方々がサポートしてくださり、
よりスムーズに話し合いができました。




水島臨海鉄道

期間限定列車
①七夕列車 ②ハロウィン列車

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に水島臨海鉄道さんよりご提案いただた、コラボレーションイベントの企画です。
七夕列車では、折り紙による七夕飾りの作成、短冊制作、ヘッドマークのデザインを行いました。
総勢100名を超える生徒が参加し、華やかな飾り、生徒のささやかな願いを書いた短冊を車輌に飾りました。
KCTさんやRNC西日本放送さん、山陽新聞さんにも取材・報道していただきました。

ハロウィン列車では、生徒が用意したカボチャやおばけの折り紙も飾りました。
その後は、ヘッドマークを取り付けました。緊張しましたが、やりがいのある作業でした。




水島臨海鉄道

※現在の状態

③クリスマス列車

期間限定列車
④ありがとう列車

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
クリスマス列車は、「私たちが飾ることで少しでも水島臨海鉄道を知ってもらえたら」という思いから生徒が飾り付けに参加させていただきました。
車内の飾り付けに加えて、「幸せなクリスマスを過ごせますように」などと、願いを込めてメッセージも書きました。
ＲＳＫ　ＶＯＩＣＥ愛さんに取材・報道していただきました。

ありがとう列車は、「お世話になっている人に感謝の気持ちを伝える日」ともいわれているバレンタインデーに、「チョコレートではなく、身近な人に感謝の気持ちを告白したい！」という生徒の一言がきっかけになり、実現しました。伝えたい感謝のメッセージの車内吊りの制作や美術選択の生徒が描いた専用のヘッドマークの取り付けを行いました。



水島臨海鉄道

駅のペインティング

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、飾り付けにくわえ、駅のペインティングにも関わらせていただきました。
福井駅の改修工事に伴い、美術選択の生徒により、臨鉄の４本のヒマワリにかけて、４種類のヒマワリがデザインされました。




聞き書き

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて、聞き書きという活動についてご紹介します。



聞き書きとは？

一人の「話し手」の方に対して、
一人の「聞き手」が1対１でお話を伺い、

その方の生活や考え方、お仕事の話などから
歩んでこられた人生が浮かび上がるような
文章にまとめていくもの。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
聞き書きとは、一人の話し手の方に対して、一人の聞き手が１対1でお話を伺い、その人の生活や考え方、お仕事の話など、話されたことを、歩んでこられた人生が浮かび上がるような文章にまとめていくものです。





聞き書き（２０２１年）

クラブン株式会社 代表取締役
伊澤 正信氏

ぬか つくるとこ代表
中野 厚志氏

株式会社ふるいち 代表取締役会長
古市 了一氏

岡山トヨタ自動車株式会社 代表取締役社長
梶谷 俊介氏

倉敷製帽株式会社 代表取締役会長
岡 壮一郎氏

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは実際に今年度聞き書きに行った時の写真です。

聞き書きでは、異年齢間の交流ができ、その人の考え方を知ることができたり、普段は聞くことができないお話を聞かせていただくことによって自分の視野を広げることにもつながります。
お話を聞いた後には、文章にまとめて発表する場があります。そこで自分の学んだことを多くの人に共有することで、ほかの地域のことも知ることができるので、自分たちの上の世代の方が続けてこられたことをこれからの世代にも伝承していくことができる活動です。



岡山県身体障害者陸上競技
全国大会強化練習補助

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
◎最後に岡山県身体障害者陸上競技全国大会強化練習補助についてです。これは、障がいを持たれている方の補助をしながら一緒に陸上を楽しむという、本校陸上競技部の活動です。



活動から学んだこと

・コミュニケーションの取り方

・手助けや補助の難しさ

・障害者スポーツについて

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇この活動の 始めは、どの方がどんな障害を持たれているのか外見では判断できないので、コミュニケーションの取り方やどこまで手助けをしたらいいのか戸惑いました。休憩中には障がい者の方たちとスポーツについてお話しました。とても明るく笑顔で話していた姿を見て、心からスポーツを楽しんでいることを感じました。普段から障がい者スポーツを支援されている方々も常に笑顔で接していることが分かりました。スポーツにおける障害の壁がさらになくなっていけばいいなと思いました。また、視覚障害を持たれている選手の方が目ではなく音で認識しているなどを知り、自分たちへの刺激にもなりました。障がい者スポーツについて新しく知ることが多くありました。



まとめ

地域社会の活性化
スポーツに関心をもってもらう

｢スポーツは誰にだってできる！｣

今後も続けていく

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
◎今回学んだことを、障害の有無に関わらず人とのかかわりに活かしていきます。今後もこの活動で地域社会の活性化をはかるとともにお互いを高め合い、そして障害を持たれている方々に「スポーツはだれにだってできるんだ」とスポーツに関心を持ってもらえるよう活動していきます。また、コロナウイルスの影響で毎年開催されていた大会が多く中止されたと聞いて、障がい者の方が活躍できる場が減っているのだと分かりました。今年は活躍できる場がふえてほしいです。そして、たくさんの人に障がい者スポーツの魅力が広まっていってほしいです。



これらの活動を通して

・地域への感謝

・考え、工夫する力

学んだこと・感じたこと

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇これら３つの活動から、私たちは地域の方への感謝、またそれを伝えていく大切さを感じるとともに、私たち自身も考え、よりよくするために工夫する力を身に付けました。



私たちが今できること

◎地域の活性化
・・・企業と連携

豊かな暮らしをサポート

Challenge・Connect・Chuo
3Cで地域の未来に貢献

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇このことから、私たちが今できることとして、地域の活性化があると感じました。

◎だから、これからも高校生ならではの視点で企業と連携し続けます。

〇地域への感謝を伝えながら幅広い立場の方と関わり、地域の人々の豊かな暮らしにつながるよう、これからもこのような活動を続けていきます。

◎そして「住み続けられるまちづくりを」をはじめとするSDGs17の目標の達成をめざし、倉敷中央高校はこれからも

☆Challenge・Connect・Chuoの３Cで地域と共に成長していきます。



ご清聴いただき
ありがとうございました

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
◎以上で私たちの発表を終わります。ご清聴いただき、

ありがとうございました。
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